
やわらかな灯りに包まれて
　第 39回上杉雪灯篭まつりが開幕しました。辺りが暗くなると雪灯篭や雪ぼんぼりに火が灯
され、一面は幻想的な空間に。時折雨もちらつくほど暖かい冬の夜、雪ぼんぼりの前ではカッ
プルが寄り添い、ろうそくのやわらかな灯りを見つめていました。（2月13日撮影）

表 紙

解 説

第 15 回

長
ちょうめいじ

命寺本堂
（中央三丁目）

▶
棟
札
（
左
側
は
赤
外
線
写
真
）

法
音
寺
・
大
乗
寺
や
大
工
な
ど
多

く
の
関
係
者
の
名
が
記
さ
れ
る
。

　

今
月
は
中
央
三
丁
目
の
長
命
寺
の
本
堂
を

紹
介
し
ま
す
。
旧
米
沢
城
の
東
南
隅
に
あ
っ
た

御み
ど
う堂
（
上
杉
謙
信
の
遺
骸
を
安
置
し
た
霊

れ
い
び
ょ
う廟
）

を
移
築
し
た
も
の
で
、
現
存
す
る
唯
一
の
旧
米

沢
城
の
建
物
遺
構
に
な
り
ま
す
。

謙
信
遺
骸
を
祀
る
御
堂
の
変
遷

　

上
杉
謙
信
が
越
後
の
春
日
山
城
で
永
眠
し

た
の
は
天
正
６
年
（
１
５
７
８
）
３
月
13
日
の

こ
と
、享
年
49
で
し
た
。
遺
骸
に
甲
冑
を
着
せ
、

大
き
な
甕か
め

に
納
め
、
漆
や
塩
で
密
閉
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
跡
を
継
い
だ

上
杉
景
勝
と
共
に
会
津
、
米
沢
に
移
さ
れ
ま

し
た
。

　

景
勝
は
謙
信
の
遺
骸
を
米
沢
城
に
安
置
し
、

慶
長
14
年
（
１
６
０
９
）
に
は
日
当
た
り
の
良

い
本
丸
東
南
隅
の
高
台
に
御
堂
（
霊
廟
）
を
建

立
、
二
の
丸
に
は
御
堂
に
仕
え
る
真
言
宗
寺

院
を
並
べ
置
き
ま
し
た
。
本
丸
に
遺
骸
、
二

の
丸
に
寺
院
を
配
置
す
る
城
は
珍
し
い
も
の

で
、
い
か
に
景
勝
が
謙
信
を
崇
敬
し
て
い
た

か
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

御
堂
に
は
歴
代
藩
主
の
位
牌
が
並
べ
ら
れ
、

最
も
神
聖
な
場
所
と
し
て
篤あ
つ

く
信
仰
さ
れ
ま

し
た
。
上
杉
鷹
山
が
天
明
の
飢き
き
ん饉
の
際
、
御

堂
に
篭こ
も

っ
て
天
候
回
復
を
願
っ
た
話
が
有
名

で
す
。

　

し
か
し
、
幕
末
の
嘉
永
２
年
（
１
８
４
９
）

の
暮
、
火
災
に
よ
り
御
堂
が
焼
失
、
消
火
に

あ
た
っ
た
藩
士
１
人
が
焼
死
す
る
事
故
が
起

き
ま
し
た
。
直
ち
に
再
建
が
進
め
ら
れ
、
翌

３
年
に
現
在
の
御
堂
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
明
治
維
新
を
迎
え
、
明
治
５
年

に
謙
信
・
鷹
山
を
祭
神
と
す
る
上
杉
神
社
が

認
可
さ
れ
、
同
９
年
に
は
本
丸
御
殿
跡
に
社

殿
が
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
連
動
し
、

謙
信
の
遺
骸
は
歴
代
藩
主
の
眠
る
御
廟
所
に

移
さ
れ
、
御
堂
内
は
空
に
な
り
ま
し
た
。

明
治
10
年
、
長
命
寺
に
移
築

　

長
命
寺
は
真
宗
大
谷
派
の
寺
院
で
、
上
杉

家
と
の
関
わ
り
で
信
州
か
ら
越
後
、
会
津
、

米
沢
に
移
り
、
北
寺
町
に
寺
地
を
賜
り
ま
し

た
。
本
山
の
東
本
願
寺
か
ら
、
御ご

坊ぼ
う

の
寺
格

が
与
え
ら
れ
た
お
寺
で
も
あ
り
ま
す
。
文
政

７
年
（
１
８
２
４
）
の
亥い

の

こ

や

ノ
子
屋
火
事
で
類
焼

し
ま
す
が
、
同
11
年
に
は
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
明
治
８
年
に
本
堂
が
火
災
で
焼

失
、
再
建
す
る
際
に
着
目
さ
れ
た
の
が
、
ま

だ
新
し
く
中
が
空
と
な
っ
て
い
た
御
堂
で
し

た
。
住
職
と
檀
家
は
建
物
を
管
理
す
る
米
沢

義
社
（
旧
藩
士
が
設
立
し
た
会
社
）
に
払
い
下

げ
を
要
請
、
同
９
年
末
に
許
可
と
な
り
、
同

10
年
、
御
堂
は
長
命
寺
に
移
さ
れ
、
本
堂
に

改
築
さ
れ
ま
し
た
。

　

払
い
下
げ
の
時
、
御
堂
内
に
あ
っ
た
嘉
永

３
年
再
建
時
の
棟む
な
ふ
だ札

（
建
物
の
由
緒
・
建
築
年

月
日
・
建
築
者
・
大
工
な
ど
を
記
録
し
た
木

札
）
、
法
華
経
六
巻
、
上
杉
謙
信
公
位
牌
が
一

緒
に
移
さ
れ
、
長
命
寺
の
寺
宝
と
し
て
大
切

に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
真
宗
大
谷
派
の
寺

院
に
法
華
経
は
違
和
感
が
あ
り
ま
す
が
、
謙

信
遺
骸
を
祀ま
つ

る
御
堂
が
移
築
さ
れ
た
由
緒
を

示
す
、
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

長命寺
幼

西宮戎神社
西蓮寺

透林寺

乗善寺

米沢商工
会議所

市
役
所
へ

立
町
通
り

粡町通り

長福寺

米沢幼稚園

北
寺
町
通
り

北寺町通り
▶
上
杉
謙
信
公
位
牌

不
識
院
殿
前
関
東
管
領
権
大
僧
都

法
印
真
光
謙
信
神
儀
と
刻
ま
れ
る
。
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